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９年目のひじおりの灯 ─。
今年もやさしく灯しています。



広報	 平成27年 8 月　No.672 広報

23 むら美しく・人いきいき・キラリおおくら

り
、
暮
ら
し
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
「
ジ

オ
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
し
て
描
く
こ
と
で
、

親
し
み
が
増
し
、
そ
の
魅
力
が
最
大
限
に

引
き
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、

改
め
て
地
域
の
魅
力
を
確
認
し
、
国
内
外

に
発
信
し
な
が
ら
大
切
に
守
っ
て
い
く
こ

と
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
な
の
で
す
。

 　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
貴
重
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
研
究
や
教

育
・
学
習
活
動
、
さ
ら
に
観
光
・
交
流
の

場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
、
ま
た
、
観

光
客
を
案
内
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
の
養
成

や
、
環
境
・
防
災
に
関
す
る
学
習
活
動
を

通
じ
、
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
、
愛
情
を

持
つ
人
々
を
育
む
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
、

こ
の
活
動
の
最
大
の
目
的
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
る
た
め
に
は
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
認

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、「
そ

こ
に
住
む
人
が
ど
れ
ほ
ど
ジ
オ
パ
ー
ク
を

　
「
ジ
オ
」
は
、
大
地
や
地
球
と
い
う
意

味
の
言
葉
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
美
し
い

自
然
景
観
や
地
層
等
か
ら
、
大
地
の
成
り

立
ち
や
私
た
ち
と
の
関
わ
り
を
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
自
然
公
園
の
す
べ
て
を

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
捉
え
て
い
ま
す
。　

　

肘
折
の
温
泉
。
四
ヶ
村
の
棚
田
。
こ
の

よ
う
な
場
所
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に

し
て
で
き
た
の
か
。
地
酒
や
山
菜
な
ど
、

大
蔵
村
の
食
べ
物
は
ど
う
し
て
お
い
し
い

の
か
。
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
の
答
え
の
中
心
に
あ
る
「
地

球
・
大
地
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
を
く
れ
る
場
所
、
成
り
立
ち

や
意
味
を
知
る
こ
と
で
普
段
の
暮
ら
し
が

ま
す
ま
す
楽
し
く
な
る
、
そ
れ
が
「
ジ
オ

パ
ー
ク
」
で
す
。

　

月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
月
山
の
み
に

関
わ
る
事
柄
を
取
り
上
げ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
特
有
の
文
化
や
自
然
、

特
産
品
な
ど
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
「
地
域

の
宝
」
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
要
素
と
な
り
ま

す
。
大
蔵
村
に
も
そ
う
い
っ
た
地
域
資
源

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
要
素
一
つ
一
つ
の
背
景
を
探

理
解
し
て
い
る
か
」
で
す
。
こ
の
地
域
が

ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
そ

れ
が
私
た
ち
の
生
活
や
文
化
に
ど
の
よ
う

に
影
響
し
て
い
る
の
か
を
理
解
し
、
一
人

ひ
と
り
が
主
役
と
な
っ
て
、
地
域
の
魅
力

と
し
て
継
続
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

と
て
も
大
切
な
の
で
す
。

　

構
成
市
町
村
の
地
域
資
源
を
確
認
す
る

た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
ま
ず
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
私
た
ち
の
周
り
に
ど
ん

な
資
源
が
あ
る
の
か
を
探
り
ま
す
。
そ
し

て
、
地
元
ガ
イ
ド
等
の
案
内
に
よ
り
、
そ

の
価
値
を
共
有
し
、
そ
れ
を
体
感
し
て
い

き
な
が
ら
、「
ジ
オ
」
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
普
段
見
慣
れ
て

い
る
風
景
も
「
ジ
オ
」
の
視
点
か
ら
見
る

と
、
い
つ
も
と
違
っ
て
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ�　

役
場
総
務
課
政
策
推
進
係

☎
75

−

２
１
１
１（
内
線
２
１
３
）

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

今
年
は
何
を
す
る
の
？

月
山
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

村
の
活
動

地
域
を
愛
す
る
心
を
育
む

主
役
は
村
民
一
人
ひ
と
り

◎ 

鶴
岡
市　

9
／
29
・
10
／
9

◎ 

庄
内
町　

8
／
20
・
9
／
16

◎ 

西
川
町　

8
／
6
・
9
／
9

◎ 

大
蔵
村　

9
／
2
・
10
／
2

◎ 

戸
沢
村　

8
／
24
・
9
／
25

ワークショップ
の日程

人と地域を育む取り組み

月山をジオパークへ

肘折温泉

肘折カルデラ

　
観
光
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
、
郷

土
愛
の
育
成
な
ど
の

観
点
か
ら
、
近
年
注

目
を
集
め
る
「
ジ
オ

パ
ー
ク
」
。
国
内
で

は
既
に
35
の
地
域
が

そ
の
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
大
蔵
村
で
も
、
鶴

岡
市
、
庄
内
町
、
西

川
町
、
戸
沢
村
と
協

力
し
て
「
月
山
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
」
を
か

か
げ
、
平
成
27
年
３

月
、
月
山
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
平
成
28

年
度
の
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
認
定
を
目
指
し

て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
観
光
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
、
郷

土
愛
の
育
成
な
ど
の

観
点
か
ら
、
近
年
注

目
を
集
め
る
「
ジ
オ

パ
ー
ク
」
。
国
内
で

は
既
に
35
の
地
域
が

そ
の
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
大
蔵
村
で
も
、
鶴

岡
市
、
庄
内
町
、
西

川
町
、
戸
沢
村
と
協

力
し
て
「
月
山
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
」
を
か

か
げ
、
平
成
27
年
３

月
、
月
山
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
平
成
28

年
度
の
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
認
定
を
目
指
し

て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
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定
住
自
立
圏
形
成
協
定
と
は

　

中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
「
中
心
市
」
と

連
携
す
る
近
隣
町
村
が
、
人
口
定
住
の
た

め
に
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
に
向
け
、

対
等
な
関
係
で
個
別
に
協
定
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
相
互

に
役
割
を
分
担
し
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
定
住
自
立

圏
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

連
携
す
る
内
容

　

中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
新
庄
市
と
連
携

す
る
政
策
分
野
ご
と
の
取
り
組
み
事
項
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

協
定
締
結
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
圏
域
の

将
来
像
や
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

各
市
町
村
の
住
民
代
表
や
連
携
事
項
に
関

係
す
る
団
体
な
ど
の
代
表
者
に
よ
り
組
織

す
る
懇
談
会
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
こ
の
共
生
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
枠
を
超
え
て

役
割
分
担
・
連
携
し
な
が
ら
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

�

問
合
せ�　

役
場
総
務
課
政
策
推
進
係

☎
75−

２
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

　

定
住
自
立
圏
構
想
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
平
成

27
年
２
月
号
で
も
お
伝
え
し

て
い
ま
す
が
、
定
住
自
立
圏

構
想
の
中
心
市
と
な
る
新
庄

市
が
、
今
年
２
月
に
構
想
に

基
づ
く
「
中
心
市
宣
言
」
を

行
い
、
金
山
町
、
最
上
町
、

舟
形
町
、
真
室
川
町
、
大
蔵

村
、
鮭
川
村
、
戸
沢
村
と
の

８
市
町
村
に
お
い
て
、
新
庄

最
上
定
住
自
立
圏
の
形
成
に

向
け
た
協
議
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
６
月
、
各
市
町
村

の
定
例
議
会
で
、
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
の
締
結
に
関
す

る
議
案
が
揃
っ
て
可
決
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
（
最
上
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
）
に
お
い
て
、

新
庄
最
上
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
合
同
調
印
式
が
開
催
さ

れ
、
８
市
町
村
長
が
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
締
結

様
々
な
取
り
組
み
を
新
庄
市
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

１．生活機能の強化
①医療　○地域医療体制の充実○軽症救急患者の利

用促進と適正受診の勧奨
②福祉　○認可外保育施設への支援○地域子育て支

援センターの広域利用○子どもの遊び場の
確保○地域子ども・子育て支援

③教育　○教育関係者に対する合同研修
○文化・芸術鑑賞等の機会の提供
○各種講座・企画展等の連携開催

④産業振興　　○企業誘致○広域観光
⑤生活・環境　○斎場施設の共同管理・相互利用

○ごみ減量化・再資源化の推進
○下水道施設の共同管理

２．結びつきやネットワークの強化
①道路等の交通インフラの整備　○道路の除排雪
②地域内外の住民との交流・移住促進

○結婚支援活動○空き家等の利活用
○交流の促進

３．圏域マネジメント能力の強化
①圏域内市町村職員の交流等　○職員合同研修
②情報の共有・発信　○圏域住民への情報の提供

　

団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る 

「
２

０
２
５
年
問
題
」を

約
10
年
後
に
控
え
、

今
年
度
か
ら
介
護
保

険
制
度
が
順
次
変
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
大
き
く

関
わ
っ
て
く
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
８
月
か
ら
の
改
正

　

一
定
以
上
の
所
得
（
本
人
の
合
計
所
得

金
額
が
１
６
０
万
円
以
上
で
、
同
一
世
帯

の
第
一
号
被
保
険
者
《
65
歳
以
上
の
人
》

の
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
が
、

単
身
世
帯
で
２
８
０
万
円
以
上
、
２
人
以

上
世
帯
で
３
４
６
万
円
以
上
）
の
あ
る
人

が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
は
、
利

用
者
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
に
は
、
利
用

者
負
担
割
合
（
１
割
ま
た
は
２
割
）
が
記

載
さ
れ
た
「
介
護
負
担
割
合
証
」
が
８
月

に
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険
の
利
用

者
負
担
が
、
一
定
額
を
超
え
た
時
に
支
給

さ
れ
る
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
利

用
者
負
担
段
階
区
分
（
所
得
に
応
じ
た
区

分
）
に
「
現
役
並
み
所
得
者
」
を
新
設
し
、

上
限
額
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等

の
給
付
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

①　

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
も
、
世
帯
分

離
し
て
い
る
配
偶
者
が
住
民
税
課
税
者

で
あ
る
場
合

②　

住
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
分
離
し

て
い
る
配
偶
者
が
住
民
税
非
課
税
）
で

も
、
預
貯
金
等
が
一
定
額
（
単
身
１
，

０
０
０
万
円
、夫
婦
２
，０
０
０
万
円
）

を
超
え
る
場
合

　

年
間
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
と
医
療

費
の
自
己
負
担
が
、
一
定
の
限
度
額
を
超

え
た
時
に
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
る
「
高

額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」
の
限
度

額
が
、
平
成
27
年
８
月
の
利
用
分
か
ら
変

更
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
に
改
正
し
た
内
容

①　

介
護
保
険
利
用
し
た
時
の
利

用
者
負
担
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

介
護
報
酬
改
定
に
伴
っ
て
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

②　

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
介

護
保
険
財
源
の
負
担
割
合
が
、
65
歳
以
上

の
人
は
22
％
、
40
歳
～
64
歳
の
人
は
28
％

に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
低
所
得
の
人

の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
所
得
段
階

区
分
を
７
段
階
か
ら
９
段
階
へ
細
分
化
し
、

負
担
軽
減
し
ま
し
た
。

③　

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
入
所
基

準
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
へ
の
新
規
入
所
者
は
、
原
則
と

し
て
要
介
護
３
以
上
の
人
と
な
り
ま
し
た
。

�

問
合
せ� 

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
係　

　
　
　
　

☎
75−

２
１
０
４

（
内
線
２
７
２
・
２
７
４
）

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

一
部
の
上
限
額
が
新
し
く
な

り
ま
す
。

2

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
制
度
の
限
度
額
が
変
わ
り

ま
す
。

4

　

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

人
は
、
利
用
者
負
担
が
２
割

に
な
り
ま
す
。

１

　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
等
の
給
付
要
件
が
変
わ

り
ま
す
。

3

大きな転換の時を迎えようとしています。

介護保険制度の改正について
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片見公亮くん（烏川）
卓球国際大会で銅メダル獲得

霊峰葉山の山開き神事
大蔵村を会場に開催

犯罪や非行のない
明るい社会をめざして

みんな病気しませんように
肘折温泉開湯祭

　 7 月14日（火）、肘折温泉街で肘折温泉開湯祭が開
催されました。開湯から1200有余年の長い歴史を刻
む肘折温泉では、この日を「開湯の日」とし、湯の神
様に感謝し先人の偉業を讃える様々な催事がとり行
われました。行者姿に扮した地元の皆さんが担ぎ手
となり、男地蔵と女地蔵の 2 つの神輿を担いで温泉
街を練り歩きました。大蔵小学校 1 年生の皆さんも
参加して、地蔵様に優しくお湯をかけ、病気しない
で元気にあそべるようにお願いをしました。

　 6 月19日（金）～21日（日）にかけ、スペインのバル
セロナで開催されたＰＴＴスパニッシュ・オープン

（卓球国際大会）に、片見公亮くん（烏川）が日本代表
として出場しました。個人戦は 1 勝 2 敗で惜しくも
予選敗退となりましたが、団体戦ではダブルスに出
場し、見事銅メダルを獲得しました。この後もベル
ギーなどで行われる国際大会に、日本代表として出
場します。大いに頑張ってください。

　 7 月 7 日（火）、村の保護司である大山信裕さん（比
良）、伊藤千年さん（合海）、早坂松一さん（肘折）、八
鍬市子さん（烏川）の 4 名が役場を訪問し、「社会を
明るくする運動メッセージ」を村長に伝達しました。
この運動は、犯罪や非行を防止するとともに、立ち
直りを支援することへの理解と協力を求め、安全・
安心で明るい社会を築こうとするものです。

　 7 月 2 日（木）、ふるさと味来館において霊峰葉山
の山開きが開催されました。葉山と隣接する寒河江
市、村山市、大石田町、大蔵村から構成する葉山開
発協議会が主催したものです。首長や議会議長、関
係者が参加して神事をとり行い、事故や災害等がな
く無事であるよう、一同で祈願しました。

▲村長に銅メダル獲得の報告をする公亮くん

　

６
月
28
日
（
日
）、
大
蔵
小
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
大
蔵
村
消
防
団
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

万
一
の
火
災
に
備
え
て
日
頃
か
ら
訓
練
し

て
い
る
、
小
型
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
消
火

活
動
の
基
本
動
作
の
俊
敏
性
と
正
確
性
、

団
員
の
統
制
力
を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
ど
の
チ
ー
ム
も
大

会
二
週
間
ほ
ど
前
か
ら
毎
日
練
習
を
重
ね

て
お
り
、
要
員
全
員
見
事
な
連
携
で
、
す

ば
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

団
員
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
の
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

▼
優　

勝　

　

第
１
分
団
第
１
部

　

第
１
班（
清　

水
）

▼
準
優
勝　

　

第
４
分
団
第
２
部

　

第
１
班（
烏　

川
）

▼
三　

位　

　

第
２
分
団
第
１
部

　

第
１
班（
白
須
賀
）

【
個
人
の
部
】

　

▽
指
揮
者　

八
鍬　

紀
男
（
清　

水
）

早
坂　

和
洋
（
白
須
賀
）

　

▽
二
番
員　

三
條　

正
通
（
白
須
賀
）

　

▽
三
番
員　

柴
田　

浩
充
（
清　

水
）

　

７
月
26
日
（
日
）、
最

上
広
域
消
防
本
部
に
お
い

て
山
形
県
消
防
操
法
最
上

支
部
大
会
が
開
催
さ
れ
、

村
の
代
表
と
し
て
出
場
し

た
清
水
チ
ー
ム
が
、
見
事

３
位
入
賞
を
果
し
ま
し
た
。

　

連
日
に
亘
る
過
酷
な
練

習
の
成
果
を
充
分
に
発
揮

し
、
個
人
の
速
さ
・
正
確

性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

村
の
大
会
以
上
の
見
事
な

連
携
で
操
法
を
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
要
員
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
団
員
・
関
係

者
の
皆
さ
ん
、
長
期
間
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

「
迅
速
か
つ
正
確
に
」

大
蔵
村
消
防
団
操
法
大
会

大蔵村総合防災訓練の
お 知らせ

◇月　日　８月３０日（日）
◇場　所　清水・合海・大坪
◇内　容　大規模災害を想定した避

難誘導訓練、火災防禦訓練、
ＡＥＤによる救護訓練等

※災害はいつ起きるかわかりません。
積極的にご参加ください。

山形県消防操法最上支部大会では
見事３位入賞！

鳴海大雅
（県大会出場）

鳴
海
大
雅
く
ん
（
清
水
２
）

　

地
区
大
会
優
勝

県
大
会
４
位
入
賞
！

平
成
27
年
度
中
学
総
体（
後
期
）

大
中
生
大
健
闘
！

▲3位入賞を果たした清水チームの皆さん。おめでとうございます。

❏
陸
上
（
地
区
大
会
）

【
１
位
】
男
子
２
年
１
０
０
ｍ

【
４
位
】
男
子
１
年
１
０
０
ｍ　

庄
司
悠
馬

女
子
共
通
砲
丸
投
げ

長
南
優
香

【
５
位
】
男
子
共
通
走
幅
跳

笹
原
聖
矢

【
７
位
】
男
子
共
通
８
０
０
ｍ

越
後
拓
也

　
　
　
　

女
子
１
年
１
０
０
ｍ

早
坂
莉
野

❏
陸
上
（
県
大
会
）

【
４
位
】
男
子
２
年
１
０
０
ｍ

鳴
海
大
雅
（
東
北
大
会
出
場
）

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

山
形
県
大
会
最
北
地
区
予
選
会

【
優
良
賞
】
小
編
成
の
部
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白
い
歯
の
国
で
知
ら
れ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

は
、「
サ
タ
デ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
土
曜
日
は
い
っ
ぱ
い
甘
い
物

を
食
べ
ち
ゃ
え
！
」
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
週

末
を
楽
し
む
た
め
、
平
日
は
甘
い
お
菓
子
を
我

慢
し
よ
う
と
い
う
習
慣
の
こ
と
で
す
が
、
み
な

さ
ん
の
お
家
で
も
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
ど

も
た
ち
も
き
っ
と
、
週
末
が
よ
り
楽
し
く
感
じ

る
は
ず
で
す
か
ら
。

お
元
気
で
す
か
？

〜 

診
療
所
だ
よ
り
④ 

〜

お
菓
子
と

　
　む
し
歯
の
話

Ｄ
ｒ.

伊
藤
の

　

む
し
歯
予
防
は
一
般
に
、「
歯
み
が
き
を
し

て
い
れ
ば
大
丈
夫
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
歯
の
カ
ル

シ
ウ
ム
を
直
接
と
か
し
て
し
ま
う
酸
（
す
っ
ぱ

い
も
の
）
を
含
む
飲
食
物
の
方
に
注
意
が
必
要

で
す
。
炭
酸
飲
料
、
乳
酸
菌
食
品
（
ヨ
ー
グ
ル

ト
等
）、
食
酢
、
柑
橘
類
等
様
々
で
す
。

　

中
で
も
、
最
近
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
る
食

品
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
べ
ら
ぼ

う
に
む
し
歯
に
か
か
り
や
す
い
代
物
だ
か
ら
で

す
が
、
重
症
の
む
し
歯
を
抱
え
る
子
が
よ
く
食

べ
て
い
る
お
菓
子
で
す
。
最
近
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
よ
く
見
か
け
る
果
汁
入
り
グ
ミ
や
ソ
フ
ト
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
類
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。　

　

こ
れ
ら
は
、
最
初
か
ら
「
酸
」
と
「
糖
分
」

の
両
方
を
含
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
図
の
よ
う
な

パ
タ
ー
ン
１
と
２
の
両
方
で
歯
を
と
か
し
ま
す
。

ま
た
、
強
い
粘
着
性
が
あ
る
た
め
、
詰
め
物
や

む
し
歯
予
防
の
シ
ー
ラ
ン
ト
剤
を
引
き
は
が
し

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
前
に
せ
っ
か
く
治
療
し

た
物
が
台
無
し
に
な
る
の
で
す
。

　
バ
ス
く
ん
と
ね
ず
み
く
ん
た
ち
が

お
り
ひ
め
さ
ま
の
願
い
「
た
な
ば
た

の
夜
が
は
れ
て
、
ひ
こ
ぼ
し
さ
ま
に

会
え
ま
す
よ
う
に
」
を
か
な
え
る
た

め
に
、
天
の
川
へ
出
発
し
ま
す
。
で

も
、
雨
ぐ
も
が
多
く
て
会
え
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
。
ね
ず
み
く
ん
た
ち
が

う
で
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
て
ふ
き
と
ば

そ
う
と
し
ま
す
が
、
は
れ
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。
は
た
し
て
、
ね
ず
み
く

ん
た
ち
は
ど
う
や
っ
て
雨
ぐ
も
を
ふ

き
と
ば
す
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
ど
も

た
ち
が
出
発
の
カ
ウ
ン
ト
を
し
た
り
、

う
で
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
て
参
加
で
き

る
た
の
し
い
七
夕
の
絵
本
で
す
。

作
・
絵

　
　
　
　

藤
本
と
も
ひ
こ

「
た
な
ば
た
バ
ス
」

※中央公民館で借りられます。
　読み聞かせ時間「3分」。

　

8
月
14
日（
金
）、
午
前
10
時
よ

り
中
央
公
民
館
に
お
い
て
「
大
蔵

村
成
人
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
平
成
7
年
4
月
2
日

～
平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方
で
、
村
内
に
住
所
の
あ
る
方
、

ま
た
は
村
内
の
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
た
方
で
す
。
現
在
、
村
外
に
お

住
い
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
家
族
の
方
は
ぜ
ひ
ご
本
人

に
ご
案
内
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
係
ま
で
。
☎
75

−

2
3
2
3

９
月
６
日（
日
）は
、県
民
河
川
愛
護
デ
ー
で
す
。

　

※
河
川
流
域
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
26
日（
金
）か
ら
28
日（
日
）ま
で
の

３
日
間
、
北
海
道
美
瑛
町
に
お
い
て
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
２
０
１
５

定
期
総
会
・
戦
略
会
議
・
世
界
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
連
合
設
立
10
周
年
の
定
期

総
会
と
し
て
、
連
合
設
立
の
地
と
な
る
北

海
道
美
瑛
町
を
会
場
に
、
加
盟
町
村
・
サ

ポ
ー
タ
ー
・
企
業
代
表
者
等
３
５
５
名
が

参
加
し
、
と
て
も
盛
大
な
会
議
と
な
り
ま

し
た
。

　

戦
略
会
議
で
は
、
北
海
道
を
代
表
す
る

フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
モ
リ
エ
ー
ル
」
の
中
道

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
と
、
連
合
松
尾
副
会
長

両
名
か
ら
基
調
講
演
が
あ
り
、
連
合
加
盟

町
村
の
経
済
的
自
立
の
た
め
に
、
世
襲
財

産
を
も
と
に
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
重
要

性
を
学
び
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、「
世
界
で
最
も
美
し
い
村
連

合
会
」
世
界
大
会
も
日
本
で
初
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
を
含
む
加
盟
国
の
イ

タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ

ダ
各
国
か
ら
、
国
際
的
な
「
美
し
い
村
」

の
取
組
み
や
活
動
資
金
の
調
達
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
加
盟
町
村
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
が
出
品
さ
れ
、
会

場
を
活
気
付
け
ま
し
た
。

　

大
蔵
村
か
ら
は　

お
お
く
ら
君
ク
ッ
キ

ー
や
大
蔵
わ
さ
び
の
き
ゃ
ら
わ
さ
、
ほ
ん

も
ろ
娘
な
ど
の
特
産
品
を
販
売
・
Ｐ
Ｒ
し
、

参
加
者
を
は
じ
め
、
美
瑛
町
民
の
方
々
、

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

美
瑛
町
の
皆
さ
ん
、
心
の
こ
も
っ
た
温

か
い
お
も
て
な
し
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

２
０
１
５
定
期
総
会
・

戦
略
会
議
・
世
界
大
会

in 

北
海
道
美び

え

い

ち

ょ

う

瑛
町

　

大
蔵
村
が
加
盟
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
第
２
弾
『
日
本

で
最
も
美
し
い
村
２
』
が
、
今
年
10
月
、

ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
蔵
村
の
ほ
か
、
平
成
26
年
度
ま
で
の

加
盟
全
54
町
村
・
地
域
の
地
域
資
源
や
、

わ
が
ま
ち
自
慢
の
「
人
」「
料
理
」「
商
品
」、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
な
ど
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
加
盟
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の

美
し
い
景
観
や
魅
力
が
詰
ま
っ
た
一
冊
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
蔵
村
か
ら
は
、「
ト
マ
ト
」
や
「
原

木
な
め
こ
汁
」
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
、
問
合
せ
は
産
業
振
興
課
商
工

観
光
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

☎
75

−

２
１
０
５

▲大蔵特産品の物販・PRも好評でした

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
第
２
弾
が

出
版
さ
れ
ま
す
！

第67回

大蔵村成人式のご案内

　東北大学から非常勤講師の委嘱を受け、7／3
（金）、同大学歯学部6年生に、大蔵村での歯科保健
活動を中心に、予防歯科学の臨床講義を行ってきま
した。

東北大学歯学部で臨床講義

▲第1弾ガイドブックも大好評�
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─ 認可外保育所に通う多子世帯の保育料負担を軽減します ─

多子世帯保育料負担軽減事業について

保険証の更新をお忘れなく！

　大蔵村では、新庄市等の認可外保育所に入所している児童を含め
て複数の児童が同時に保育施設に入所している世帯に対して、保護
者の保育料の負担軽減を図るため、助成金を交付します。
▽助成の対象 
次のすべてに該当する方。
◎　保護者及び児童が大蔵村に住所を有していること
◎　児童の２人以上が保育施設に入所していること
◎　認可外保育所に１か月以上入所している児童がいること

（ただし、一時保育を除きます）
【該当例】
（例１）第１子・・・大蔵村保育所／第２子・・・認可外保育所
（例２）第１子・・・認可外保育所／第２子・・・認可外保育所
▽助成額 
　保育施設に入所している児童の数によって、世帯への助成額が異
なります。

◦同時入所２人目の場合　　　　　　　月　１２，０００ 円
◦同時入所３人目以降の場合　　　　　月　２４，０００ 円
（※）認可外保育所に負担した保育料の関係で、右記の助成額に

ならない場合もあります。
▽助成額の交付
前期分と後期分にまとめて、年２回支払いを行います。
◦前期（４月～９月分）　　 　→ 　10月末支払
◦後期（10月～翌年３月分）  → 　翌年４月末支払

▽申請等について 
　「申請書」及び「在園証明書兼保育料等受領証明書」を提出して
いただきます。該当と思われる方は、お問い合わせください。

�申請及び問合せ先 �  役場健康福祉課福祉係　☎75-2104（内線275）

▽国民健康保険証の有効期限が、８月３１日となっています。
▽新しい保険証は、８月末頃に、役場より国保世帯主あてに郵送いたします。９月１日を過ぎても届か
ない場合は、ご連絡ください。

▽国保税の滞納により、短期の保険証や国保資格証明書の交付を受けている方には郵送による更新は行
いませんので、役場住民税務課国保年金係までお越しください。

▽新しい保険証の有効期限は、平成２８年８月３１日です。
▽９月１日以降、有効期限の切れた保険証はご自分で処分していただくか、役場住民税務課国保年金係
までお持ちください。

�問合せ先 �  役場住民税務課国保年金係　☎75-2103（内線263）

I N F O R M A T I O N

名月のプラネタリウム
◎日時　9/9（水）10（木）11（金）
　　　　18：30～
◎会場　教育研究センター
◎対象　 4 歳児以上で新庄・最

上地域に在住の方
◎参加料　無料
◎申込　9/4（金）8：30～☎で受

付開始（先着40名）
※9月から昭和地区に移転します。
□申□問	 教育研究センター	222−1033

ＦＰフォーラム in 新庄
◎日時　9/5（土）13：00～17：00
◎会場　ゆめりあ 2 Ｆ会議室
◎内容　①講演会13：00～14：40

講師：生活マネー相談室代表
　八ツ井慶子氏（先着20名）
②個別相談会15：00～17：00
◦生活設計の立て方、家計

管理、生命保険の見直し
等（先着 4 組、予約要）

◎参加料　無料
□申□問	 NPO法人日本ファイナンシ

ャル・プランナーズ協会山形支部
20120−874−251

最上川ミュージック花火2015
◎日時　9/12（土）19：00～
※悪天候の際の予備日9/13（日）

※最上地区8市町村の伝統芸能・
特産物販売　15：30（予定）～

◎会場　最上郡戸沢村「高麗館」
◎料金　3,500円～5,000円
□申□問	 戸沢村役場総務課

272−2111（平日9：00～17：00）

山形県警察官（B区分）募集
◎受験資格　Ｓ55.4.2～Ｈ10.4.1

生まれの方で、最終学歴が短
大や高校を卒業した方又は
Ｈ28.3までに卒業見込みの方

◎申込期間　8/31（月）まで
◎第１次試験日　H27.9.20（日）
※受験案内・申込書は、新庄警

察署、駅前交番、清水駐在所、
肘折駐在所などで受け取るこ
とができます。

□問	 新庄警察署警務課	222−0110

応急手当普及員養成講習会
◎日時　11/21（土）～23（月・祝）
　9：00～18：00（※講習時間24H）
◎会場　最上広域消防本部
◎内容　ＡＥＤの使用を含めた

応急手当に関する知識と技能
（心肺蘇生法・止血法等）の体
得と指導方法について

◎受講料　無料（先着40名）
◎申込締切　9/30（水）
□申□問	 最上広域市町村圏事務組

合消防本部救急係	222−7521

平成28年度 
日本赤十字社職員採用試験

◎募集職種　①一般事務②看護師
◎採用予定数　①②とも若干名
◎受験資格　①Ｓ56.4/2以降生

まれで4年制大学を卒業
又はＨ28.3に卒業見込み
の方②Ｓ56.4/2以降生ま

れで看護師の免許を有す
る又は当該免許を取得見
込みの方

◎応募方法　募集要綱詳細はＨ
Ｐで確認願います。

◎受付期間　8/24（月）～9/10（木）
◎試験日　10/18（日）
□申□問	 日本赤十字社山形県支部

総務課	 2023−641−1353

平成27年度最上広域市町村圏
事務組合職員採用試験

◎区分　①一般行政初級Ａ②一
般行政初級Ｂ③消防士

◎採用予定数　①②若干名
　　　　　　　③ 3 名程度
◎資格要件　①Ｈ9.4/2～Ｈ10.4/1

生②Ｈ4.4/2～Ｈ9.4/1生
③Ｈ8.4/2～Ｈ10.4/1生

◎受付期間　～9/9（水）
◎試験日　10/18（日）
□申□問	 最上広域市町村圏事務組

合総務課	 222−2674

自衛官等募集
◎区分　①自衛官候補生②一般

曹候補生③航空学生④
防衛大学推薦・総合選抜

◎資格　①②18歳以上27歳未満
の男女③④高卒（見込
含）から21歳未満

◎受付期間　①②③～9/8（火）
　　　　　　④9/5（土）～9（水）
◎試験日　①男子9/18（金）19（土）

女子9/25（金）
②男子9/18（金）19（土）・女
子9/18（金）③9/23（水）④推
薦9/26（土）27（日）・総合選
抜9/26（土）

□問	 自衛隊新庄地域事務所
222−5057

世帯数	 1,100戸	 （1,104戸）
　人口	 3,552人	 （3,609人）
　　男	 1,738人	 （1,766人）
　　女	 1,814人	 （1,843人）
　出生	 男 2人	 女 1人	 計 3人
　死亡	 5人	 0人	 5人
　転入	 2人	 6人	 8人
　転出	 2人	 6人	 8人

※平成27年6月末現在　（　）内は昨年同期

今
月
の
納
税（
納
期
限
８
月
31
日
）、村
県
民
税（
第
二
期
）、国
民
健
康
保
険
税（
第
二
期
）

※
納
期
限
ま
で
忘
れ
ず
納
税
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振
替
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
役
場
窓
口
延
長 

31
日（
月
）午
後
7
時
ま
で

戸籍の窓
（6月16日〜7月15日届出分）

お誕生おめでとう
 地区	 　お名前	  （保護者名）
季の里	 柴田　環

わ く

空くん	 （謙一）

お悔み申し上げます
 地区	  お名前（年齢）	 世帯主
藤田沢　鈴木　昭一（88）	 求　
清水一	 渡部ヨシ子（80）	 伸　也
沼の台	 長南サダエ（88）	 一　雄
合 海	 井上　昌子（92）	 寿　秀

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。担当窓口に
お申し出ください。

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

　

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
診
療
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
19
時
〜
21
時
30
分

休
日
診
療

【
日
曜
･
祝
日
・
12
／
31
〜
1
／
3
】

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

７
月
の
日
誌

１
日
㈬
～
３
日
㈮

	
◦
お
お
く
ら
松
の
実
塾

５
日
㈰	

◦
最
上
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会

	

◦
河
川
清
掃

14
日
㈫	

◦
肘
折
温
泉
開
湯
祭

16
日
㈭	

◦
大
蔵
村
保
育
所
夕
涼
み
会

24
日
㈮	

◦
肘
折
・
沼
の
台
保
育
所
合
同
夕
涼
み
会

24
日
㈮
～
25
日
㈯

	

◦
お
お
く
ら
葉
山
塾

28
日
㈫	

◦
村
営
学
習
教
室「
未
来
塾
」開
塾
式

８
月
の
予
定

１
日
㈯	

◦
四
ヶ
村
棚
田
ほ
た
る
火
コ
ン
サ
ー
ト

	

◦
ふ
る
さ
と
味
来
館
夏
祭
り

２
日
㈰	

◦
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
大
会

９
日
㈰	

◦
第
32
回
納
涼
大
花
火
大
会

14
日
㈮	

◦
第
67
回
大
蔵
村
成
人
式

16
日
㈰
・
19
日
㈬
・
20
日
㈭

	

◦
肘
折
温
泉
湯
坐
神
社
祭

21
日
㈮	

◦
大
蔵
小
学
校
水
泳
記
録
会

30
日
㈰	

◦
大
蔵
村
総
合
防
災
訓
練

～
９
月
13
日
㈰
ま
で

	

◦
ひ
じ
お
り
の
灯
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ホームページ 検索

うちのGOZZO

材料

このコーナーでは、地元の素材を使った
おいしい一品をレシピとともに紹介します。
ぜひお試しください♪

ご ち そ う

今月の一品 13 惣菜寒天
　ごぼうのごまあえ

レシピ

材料

レシピ

惣菜寒天

　　　•ごぼう・・・・・・・・１本
　　　•しょう油、砂糖・・・・少々
　　　•ねりごま・・・・・・・１００ｇ

①　ごぼうを一口大に切り、しょうゆ、砂糖少々
で甘辛く味付けし、やわらかくなるまで煮る。
②　①とねりごまをあえる。

　― 協力者：伝承料理を楽しむサークル
「ずっくび」のみなさん ―　

ごぼうのごまあえ　　•豆腐・・・・・・１丁　•人参・・・1/2本
　　•しいたけ・・・・４枚　•棒寒天・・・１本
　　•水・・・・・５００㏄　•砂糖・・１２０ｇ
　　•しょう油・・大さじ３　•塩・・・・・少々

①　人参としいたけを細く切り、水１００㏄としょ
う油、砂糖３０ｇを加えて柔らかくなるまで煮て
おく。

②　水で戻した棒寒天の水気を切り、残りの水と砂
糖、塩を加えて火にかけ煮溶かし、火からおろす。

③　①と②とさいの目に切った豆腐を加え、型に流
して冷やし固める。

惣菜寒天（左）　ごぼうのごまあえ（右）

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！
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